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平成30年12月16日（日）松山市総合コミュニティー

センターにて、キッズジョブまつやま2018を開催しま

した。

今年も、3500名を超える応募者の中から、厳正な抽

選で選ばれた約1600名の児童生徒の参加があり、松山

市長はじめ60以上の企業や団体様の

ご協力のもと、盛大なイベントと

なりました。

プロのアナウンサーに

言葉の伝え方を学びます

ＣＡになって

夢と希望の大空へ羽ばたきます

急げ！！

困っている人を助けにいきます！

大切なお手紙

しっかり届けます！

参加児童から

感謝の

言葉を

もらいました

大人の仕事はどうだった？

みんなの夢は見つかったかな？

ボランティアスタッフの皆さん

本当にありがとうございました！



子どもたちに、インターネットの正しい使い方やつきあい方を学ん

でもらおうと、兵庫県立大学ソーシャルメディア研究会の学生による

「ネットモラル授業」を実施しました。

何気なくとった行動が、他人や自分を傷つけてしまったり、今後の

人生に取り返しのつかない事態を招く場合があることなどを学んだ子

どもたちは、日頃のスマホやゲーム機などの使い方について大いに反

省する機会となったようです。

【9月実施】津田中・桑原小・堀江小・粟井小・さくら小・番町小

【2月実施】石井小・味生第二小・味生小・北条小・北条南中・

鴨川中・北条北中・拓南中・興居島中

平成31年2月23日（土）松山市総合コミュニティーセンターに

て、約660名にご参加いただき「第64回松山市PTA研究大会」

を開催しました。

大会のメインの講演では、「スマホ時代の子どもたちのため

に」との演題で、兵庫県立大学竹内和雄准教授にお話いただき

ました。

スマホ・ネット社会の現状を知るためのスライドを使った課

題に、グループトークを交えながら考え、今まで認識してな

かったデータ結果やアプリなどのツールを知った参加者の大半

が驚きを隠せない内容でした。その上で、危険性、明確なルー

ルや知識の必要性を、子どもたちを守る大人の立場で学ぶこと

が出来ました。

参加者からは、「子どもたち自身ではなく、大人が正しい知

識と対策を持たなければいけないことを学んだ」「帰宅したら

早速、子どもたちと話をしたい」「フィルタリング等の対策を

しようと思う」「自分が持っていた知識が浅はかだった。学校

の他の保護者の方たちにも、是非聞いてほしい」等の感想が寄

せられました。

ネットモラル授業

松山市ＰＴＡ研究大会

平成30年7月豪雨災害義援金のお礼とご報告

皆さまこんにちは。

今年度の年間テーマは「笑生（えーいき）、笑育（えーいく）、笑学（えーがく）、笑顔（えーかお）で共に

顔晴（がんば）る」です。

私は、『笑』という漢字が大好きで、娘の名前にもつけています。人は笑顔になると幸せを感じると

言われているからです。しかし、平成30年7月の西日本豪雨災害では、大切な子どもたちの笑顔が曇っ

てしまいました。松山市小中学校ＰＴＡ連合会として、義援金募集と被災した子供たちをプールに招待

する事業をさせていただきました。皆さんのあったかい真心で少しずつではありますが笑顔が戻ってき

ました。本当にありがとうございました。

さて、ＰＴＡは誰のため？何のためにあるのか？それは子どもたちのため、です。すべてのＰＴＡの

活動は、子どもたちのために活動をしているのです。そして、ＰＴＡだけではできないことも、学校そ

して地域が繋がり合って活動することでできることがあります。

子どもたちの笑顔を守り、笑顔を育て、笑顔を作る活動を一緒に顔晴（がんば）りましょう。

すべては、子どもたちの素晴らしい笑顔のために。

松山市小中学校ＰＴＡ連合会会長 大森 義継

平成30年7月豪雨災害義援金の募集活動を行ったところ、多くの皆様から温かいご支援をいただきました。

心よりお礼申し上げます。いただいた義援金は全額「愛媛県豪雨災害義援金」口座に振り込みしたことをご報

告いたします。 ○第1期 48PTAより2,132,894円 ○第2期 24PTAより469,428円

本当にありがとうございました！


